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活発な意見交換がなされた懇談会

藤田和秀 氏

官公需問題懇談会官公需問題懇談会

　

３
月
13
日
、
前
橋
問
屋
セ
ン
タ
ー
会

館
に
お
い
て
、
官
公
需
問
題
懇
談
会
を

開
催
し
た
。
本
懇
談
会
は
、
官
公
需
適

格
組
合
証
明
を
取
得
し
た
県
内
の
組
合

が
、
受
注
確
保
に
向
け
た
情
報
交
換
を

行
う
目
的
で
開
催
し
て
い
る
。
今
年
度

は
18
組
合
が
参
加
し
た
。

　

懇
談
会
に
先
立
ち
、
横
須
賀
市
資
源

回
収
協
同
組
合
理
事
長
・
藤
田
和
秀
氏

が
、「
事
例
に
学
ぶ
、
官
公
需
の
受
注
確

保
に
向
け
た
取
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
を
行
っ
た
。

　

講
演
会
終
了
後
、
参
加
者
に
よ
る
懇

談
会
を
行
っ
た
。
は
じ
め
に
、
各
組
合

の
受
注
状
況
の
現
状
に
つ
い
て
意
見
発

表
が
あ
り
、
発
注
者
側
の
官
公
需
適
格

組
合
制
度
の
認
知
度
不
足
に
加
え
、
随

意
契
約
で
の
受
注
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
厳
し
い
現
状
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。

　

制
度
の
認
知
度
向
上
の
た
め
に
は
ど

の
よ
う
な
活
動
が
必
要
か
と
い
う
質
問

に
対
し
、
藤
田
氏
は
「
神
奈
川
県
で
は

適
格
組
合
協
議
会
を
組
織
し
、
定
期
的

に
市
町
村
を
巡
回
し
て
い
る
。
地
道
な

活
動
を
続
け
る
し
か
な
い
の
で
は
な
い

か
」
と
答
え
た
。

　

藤
田
氏
は
、
平
成
13
年
よ
り
組
合
と

横
須
賀
市
が
協
定
を
結
び
、
集
団
資
源

回
収
事
業
を
開
始
し
た
事
例
を
紹
介
。

こ
れ
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
資
源

物
の
回
収
を
、
地
域
団
体
と
連
携
し
て

回
収
す
る
と
い
う
も
の
。
回
収
実
績
に

応
じ
て
、
市
か
ら
両
者
に
奨
励
金
が
出

る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
推
進
が
円
滑
に

行
わ
れ
て
い
る
と
述
べ
た
。

　

次
い
で
、
随
意
契
約
で
受
注
し
て
い

る
粗
大
ご
み
収
集
に
つ
い
て
も
、
日
曜

日
に
回
収
を
行
う
な
ど
、
市
民
第
一
で

運
用
を
行
っ
て
い
る
と
説
明
。
こ
う
し

た
地
道
な
努
力
が
、
契
約
の
堅
持
に
繋

が
っ
て
い
る
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
横
須
賀
市
で
は
、
組
合
で
入

札
に
参
加
す
る
場
合
は
官
公
需
適
格
組

合
証
明
の
取
得
が
必
須
で
あ
り
、
当
組

合
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
制
度
と

な
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。

　

し
か
し
、
他
の
自
治
体
に
お
い
て
は

ま
だ
ま
だ
制
度
の
認
知
度
が
低
い
の
も

現
実
。
官
公
需
適
格
組
合
制
度
の
認
知

度
及
び
取
得
組
合
へ
の
評
価
の
向
上
が

必
要
で
あ
る
と
語
っ
た
。

　

最
後
に
、組
合
事
業
を
活
性
化
さ
せ
、

組
合
員
の
経
済
的
地
位
の
向
上
を
図
る

た
め
に
は
、
組
合
員
が
議
論
し
知
恵
を

出
し
合
う
場
を
、
組
合
が
提
供
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
締
め
く
く
っ
た
。
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齋藤補佐

　

３
月
15
日
、
前
橋
問
屋
セ
ン
タ
ー
会

館
に
お
い
て
、
情
報
連
絡
員
全
体
会
議

を
開
催
し
た
。

　

本
会
議
は
、
56
人
の
組
合
役
職
員
に

委
嘱
し
て
い
る
情
報
連
絡
員
を
対
象
に

年
１
回
開
催
し
て
い
る
全
体
会
議
。
今

回
は
、
群
馬
県
産
業
経
済
部
産
業
政
策

課
補
佐
・
齋
藤
慎
一
氏
を
招
き
、
情
報

交
換
を
行
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
齋
藤
補
佐
が
平
成
29
年

度
群
馬
県
の
施
策
等
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。

　

建
設
関
連
組
合
で
は
、
群
馬
県
が
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
生
産
日
本
一
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
組
積
造
の
歴
史
や
技

術
を
学
ん
で
欲
し
い
と
、
一
昨
年
よ
り

前
橋
工
科
大
学
で
組
積
造
講
座
を
開
講

し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

機
械
製
造
関
連
組
合
で
は
、
富
士
重

工
業
の
好
業
績
も
あ
り
、
自
動
車
関
連

は
好
調
で
あ
る
が
、
労
働
者
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
上
、
若
年
層
の
確
保
も

難
し
い
た
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
生
産

の
自
動
化
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と

語
っ
た
。

　

卸
売
関
連
組
合
で
は
、
依
然
と
し
て

人
手
不
足
感
が
強
い
上
に
、
採
用
活
動

時
期
の
変
更
で
混
乱
が
生
じ
、
人
材
の

確
保
に
も
苦
労
し
た
１
年
で
あ
っ
た
と

述
べ
た
。

　

小
売
関
連
組
合
で
は
、
国
や
自
治
体

の
補
助
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
商

店
街
の
空
き
店
舗
は
少
な
く
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
抜
本
的
な
賑
わ
い
の
回
復

に
は
繋
が
っ
て
い
な
い
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　

運
輸
関
連
組
合
で
は
、
昨
年
発
生
し

た
観
光
バ
ス
転
落
事
故
の
影
響
で
、
労

働
環
境
の
改
善
が
強
く
求
め
ら
れ
る
中
、

運
転
手
不
足
や
高
速
道
路
利
用
機
会
の

増
加
に
よ
る
経
費
負
担
の
増
加
等
、
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
と
述
べ
た
。

　

次
い
で
、
本
会
木
村
常
務
理
事
が
座

長
と
な
り
、
各
々
が
業
況
等
に
つ
い
て

報
告
を
行
っ
た
。

　

各
組
合
か
ら
、
特
色
あ
る
新
た
な
取

組
が
紹
介
さ
れ
る
一
方
で
、
人
手
不
足

を
訴
え
る
声
も
多
く
、
若
年
層
の
確
保

と
後
継
者
育
成
が
急
務
と
の
意
見
が
目

立
っ
た
。

　

繊
維
関
連
組
合
で
は
、
新
た
な
取
組

と
し
て
、
大
都
市
圏
や
海
外
の
展
示
会

へ
積
極
的
に
出
展
を
行
っ
て
い
る
と
述

べ
た
。

情報連絡員全体会議情報連絡員全体会議
～各業界の業況を情報交換～～各業界の業況を情報交換～


